
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館

(

以
下
、
歴
史
文
書
館)

の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、
褒
章
に

関
す
る
史
料
は
全
体
と
し
て
数
量
的
に
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
日
本
か
ら
の

賓
客
の
ロ
シ
ア
訪
問
を
扱
っ
た
他
の
史
料
群
と
不
可
分
の
一
体
を
成
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
褒
章
に
つ
い
て
の
問
題
は
全
て
、
訪
露
に
関
す
る
こ
れ
ら
史
料
を
考
察
す
る
中

で
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

露
日
関
係
史
に
関
す
る
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
大
量
の
史
料
の
中
で
見
逃
す
こ
と
が

出
来
な
い
の
は
、
様
々
な
フ
ォ
ン
ド
の
中
に
相
当
量
あ
る
日
本
皇
族
の
ロ
シ
ア
滞
在

に
関
す
る
史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
史
料
の
大
部
分
は
、
様
々
な
接
待
指
示
【����

�
��	
�

�


���

�
�
��


�
�
�

】
と
式
典
関
係
の
書
類
か
ら
な
る
が
、
中
で
も
極
め
て

興
味
深
い
の
が
、
日
本
の
親
王
と
そ
の
随
員
に
対
し
て
ロ
シ
ア
の
勲
章
お
よ
び
そ
の

他
の
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
【�

��
��	�

】
こ
と
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
な
お
、

ロ
シ
ア
に
偶
然
た
ど
り
着
い
た
普
通
の
日
本
人
に
対
す
る
褒
章
に
関
し
て
も
十
九
世

紀
初
頭
の
証
左
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
八
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
露
日
関
係
は
、
通
常
と
は
全
く
違
っ

た
発
展
の
道
筋
を
辿
っ
て
き
た
。
日
本
は
外
国
人
に
と
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
住

民
は
独
自
な｢

鉄
の
カ
ー
テ
ン｣

の
内
側
に
あ
っ
て
出
国
の
権
利
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
本
政
府
の
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
領

土
内
に
最
初
の
日
本
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
間
接
的
で
は
あ
る
が
助
長
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
が

｢

閉
鎖｣

を
目
指
し
た
こ
と
に
よ
り
船
舶
運
航

の
発
展
が
禁
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
日
本
の
船
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沿
岸
で
し
ば
し
ば

遭
難
し
、
ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
と
の
最
初
の
接
触
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。エ

カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
治
世
以
降
、
漂
着
日
本
人
は
祖
国
に
送
還
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
東
方
の
隣
人
と
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

れ
ら
日
本
人
た
ち
は
生
活
を
十
分
に
保
障
さ
れ
、【
送
還
に
際
し
て
は
】
様
々
な
品
々

が
贈
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
に
対
す
る
何
ら
か
の
公
式
的
な

褒
章
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
史
料
群
の
中
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
様
々
な
記
念
品
、
つ
ま
り
、
時
計
、
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
、

装
飾
品
等
々
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
例
え
ば
、
一
八
〇
三
年
の
ロ
シ
ア

の

｢

世
界
一
周｣

遠
征
に
同
行
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
送
還
さ
れ
た
十
人
の
日
本

人
に
対
す
る
贈
り
物
の
こ
と
を
伝
え
る
史
料
が
存
在
す
る
。
彼
ら
の
う
ち
二
人
に
は

金
時
計
が
、
他
の
八
人
に
は
銀
時
計
が
、
ま
た
全
員
に
例
外
な
く
金
貨
二
〇
枚
【�

�

�

�	��

�
�
�

金
貨
一
枚
は
五
あ
る
い
は
十
ル
ー
ブ
ル
】
が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ

て
い
る

(

１)

。
ま
た
、
病
気
の
た
め
同
胞
に
合
流
出
来
な
か
っ
た
十
一
番
目
の
日
本
人
に

も
、
彼
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
時
計
と
金
銭
が
出
発
の
際
に
与
え
わ
れ
た

(

２)

。

一
九
世
紀
の
中
葉
の
い
わ
ゆ
る｢

不
平
等｣

条
約
締
結
後
、
日
本
皇
族
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ロ
シ
ア
を
積
極
的
に
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
六
二
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
に
日
本
の
公
式
使
節
団
が
、
ま
た
一
八
八
七
年
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都

を
日
本
か
ら
の
最
初
の
皇
族
で
あ
る
コ
マ
ツ
【
小
松
宮
彰
仁
】
親
王
と
同
妃
が
訪
れ

て
い
る
。

コ
マ
ツ
【
小
松
宮
彰
仁
】
親
王
は
、
日
本
皇
帝
の
直
系
の
叔
父
に
当
た
り
、
ロ
シ

ア
を
二
度
訪
れ
て
い
る

(
二
度
目
は
一
九
〇
二
年)

。
こ
の
二
度
に
亘
る
訪
問
に
関
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し
て
残
さ
れ
て
い
る
史
料
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
従
っ
て
、
記
述
し
う
る
の
は

ご
く
大
ま
か
な
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
最
初
の
訪
問
時
に
親
王
と
同
妃
は
、
ホ
テ
ル
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
、
名
所
を
訪
れ
た
後
、
皇
帝
一
家
に
引
見
、
復
活
祭
の
終
夜
祈
祷

に
も
参
列
し
た

(
３)
。

二
度
目
の
訪
問
で
は
、
親
王
妃
が
病
気
で
パ
リ
に
残
っ
た
た
め
、
親
王
は
単
身
で

来
露
し
た
。
彼
は
、
前
回
の
訪
問
時
と
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
。

到
着
翌
日
彼
は
大
ペ
テ
ル
ゴ
フ
宮
殿
に
招
か
れ
、
名
所
を
い
く
つ
か
訪
れ
た
後
、
六

日
後
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
発
ち
、
そ
こ
か
ら
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
【
旅
順
】
に
向

か
っ
た

(

４)

。
こ
こ
で
興
味
を
そ
そ
る
史
料
が
一
点
あ
る
。
そ
れ
は
、
親
王
に
対
し
て
例

外
と
も
言
え
る
赤
十
字
名
誉
徽
章
が
贈
ら
れ
た
こ
と
に
関
す
る
記
録
で
あ
る

(

５)

。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
最
初
の
訪
問
時
に
、
親
王
は
赤
十
字
社
の
た
め
に
と
一
度
に
五
〇
〇

ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
、
同
妃
に
対
し
て
赤
十
字
社
徽
章
が
授
与
さ
れ
た
が
、
此
度
の

二
度
目
の
訪
問
の
際
し
て
は
、
親
王
は
赤
十
字
社
か
ら
記
念
に
名
誉
徽
章
を
授
与
さ

れ
た
い
も
の
だ
と
の
希
望
を
表
明
し
た
。

ロ
シ
ア
を
二
度
訪
問
し
た
も
う
ひ
と
り
の
日
本
親
王

(

皇
族
の
一
員)

は
、
カ
ン

イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
で
あ
る
。
彼
の
最
初
の
訪
問
は
一
九
〇
〇
年
七
月
で
あ
る
。

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
滞
在
中
彼
は
冬
宮
に
宿
泊
し
、
ペ
テ
ル
ゴ
フ
、
ク
ラ
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー

を
訪
れ
た
後

(

６)

、
モ
ス
ク
ワ
に
発
ち
、
そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
。

一
九
〇
九
年
は
、
日
本
親
王
が
二
度
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
特
筆
す
べ
き
年
で
あ
る
。

一
九
〇
九
年
三
月
に
サ
ン
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
モ
ス
ク
ワ
を
ク
ニ
【
久
邇
宮
邦

彦
】
王
が

(

７)

、
五
月
に
は
ナ
シ
モ
ト
【
梨
本
宮
守
正
】
王
と
同
妃
が
来
訪
し
た

(

前
者

に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い)

。
王
夫
妻
の
旅
行
は
厳
格
な
お
忍
び
の
か
た
ち

で
行
わ
れ
た
た
め
、
在
露
日
本
大
使
は
ロ
シ
ア
皇
帝
に
旅
行
中
の
便
宜
を
請
願
し
、

併
わ
せ
て
皇
帝
の
同
夫
妻
謁
見
を
願
い
出
た

(

８)

。
そ
の
結
果
、
王
夫
妻
と
随
員
に
対
し

て
、
列
車
移
動
の
際
に
特
別
に
一
車
輌
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
モ
ス
ク
ワ
の

高
級
ホ
テ
ル
の
部
屋
、
お
よ
び
宮
廷
主
馬
寮
か
ら
四
輪
馬
車
が
そ
れ
ぞ
れ
用
意
さ
れ

た

(

９)

。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
夫
妻
は
、
冬
宮
、
ペ
テ
ロ
パ
ヴ
ロ
ス
キ
ー
大
寺
院
、
ピ
ョ
ー

ト
ル
一
世
が
【
忍
び
で
】
住
ん
だ
家
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
会
戦
パ
ノ
ラ
マ
、
市
内
の

有
名
寺
院
を
訪
れ
た

(

�)

。
親
王
は
、
ク
ラ
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
で
ニ
コ
ラ
イ
二
世
に
謁
見

し
た
。
そ
の
後
一
行
は
モ
ス
ク
ワ
に
向
か
い
、
そ
こ
で
も
最
も
有
名
な
名
所
、
ク
レ

ム
リ
ン
、
武
器
庫
、
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
博
物
館
、
キ
リ
ス
ト
救
世
主
寺
院
、
ト
レ
チ

ヤ
コ
フ
美
術
館
、
雀
が
丘
を
訪
れ
た

(

�)

。

こ
の
訪
問
は
非
公
式
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
シ
モ
ト
【
梨
本
宮

守
正
】
王
と
そ
の
側
近
は
ロ
シ
ア
の
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。
親
王
自
身
は
聖
ア
ン
ド

レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
バ
ン
ヌ
イ
勲
章
を
、
彼
の
側
近
は
以
下
の
褒
章
を
、
そ
れ
ぞ
れ

授
与
さ
れ
た
。

１.

伯
爵
ヤ
マ
ノ
ウ
チ
【
山
内
豊
景
】

聖
ア
ン
ナ
一
等
勲
章

(

�)

２.

陸
軍
大
佐
ア
ン
ド
ー

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

３.

陸
軍
中
佐
ワ
タ
ナ
ベ

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

４.

秘
書
官
タ
ケ
ハ
ラ
お
よ
び
オ
ッ
ス
イ
【
ロ
シ
ア
語
の
発
音
を
考
慮
す
る
と
ウ
ス

イ
と
も
読
め
る
】

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章

(

�)

親
王
と
同
妃
の
随
行
医
師
ム
ラ
チ
に
は
、
皇
帝
官
房
か
ら
金
の
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー

ス
が
贈
ら
れ
た
。
お
付
き
の
者
に
対
し
て
も
贈
り
物
が
授
与
さ
れ
た
。
王
妃
の
侍
女

【���
����

	

�

���

】
ハ
ギ
ワ
ラ
に
は
七
〇
ル
ー
ブ
ル
相
当
の
ブ
ロ
ー
チ
、
王
妃
の

部
屋
付
き
女
官
【�

���
�

	

】
二
名

(

い
ず
れ
も)

ヤ
マ
ノ
ウ
チ
に
は
二
五
ル
ー
ブ

ル
相
当
の
ブ
ロ
ー
チ
、
ヤ
マ
ノ
ウ
チ
侯
爵
の
召
使
い
た
ち
に
は
三
〇
ル
ー
ブ
ル
相
当

の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た

(

�)

。
そ
の
際
、
親
王
妃
自
身
お
よ
び
そ

の
女
官
に
は

｢

贈
り
物
は
一
切
授
与
し
な
い
【	

�
�
������

】｣

こ
と
が
決
定
さ
れ

た

(

�)

。
賓
客
は
ロ
シ
ア
皇
帝
夫
妻
と
写
真
の
交
換
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
王
は
皇
帝

の
肖
像
写
真
を
、
王
妃
は
皇
后
の
肖
像
写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
取
り
、
そ
し
て
そ
の

返
礼
、
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
一
九
一
〇
年
の
五
月
に
サ
ダ
ハ
ル
・
フ
シ
ミ
【
伏
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見
宮
貞
愛
】
親
王
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
。
彼
は
日
本
皇
帝
の
一
親
等
の
親
王
の
一

人
で
、
一
八
九
六
年
の
ニ
コ
ラ
イ
二
世
戴
冠
式
に
日
本
皇
帝
の
名
代
と
し
て
す
で
に

ロ
シ
ア
を
一
度
訪
問
し
て
い
る

(

�)

。
彼
の
訪
問
に
関
す
る
史
料
は
数
多
く
な
い
が
、
彼

と
そ
の
随
員
へ
の
褒
章
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
親
王
自
身
に
は
、

非
キ
リ
ス
ト
教
徒
向
け
の
聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
勲
章
が

授
与
さ
れ
【�

��
������

】

(

	)

、
随
行
者
に
は
以
下
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。

１.

男
爵
オ
オ
ウ
ラ

【
大
浦
兼
武
】

農
商
務
相

(


)

２.

男
爵
タ
カ
ヒ
ラ
【
高
平
小
五
郎
】

特
命
全
権
大
使

白
鷲
勲
章

３.

バ
バ
氏

【
馬
場
三
郎
】

伏
見
宮
家
別
当

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
一
等
勲
章

４.

ス
ギ
氏

【
杉
竹
二
郎
】

内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

５.

ア
サ
ノ
氏

【
浅
野
長
之
】

式
部
官

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

６.

ミ
マ
キ
氏

【
御
牧
基
賢
】

伏
見
宮
家
家
令

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
二
等
勲
章

７.

ク
ロ
サ
ワ
氏

【
黒
澤
滋
太
郎
】

宮
内
省
官
吏

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章

８.

ク
ロ
サ
キ
氏

【
黒
崎
源
吉
】

伏
見
宮
家
家
従

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章

(

�)

叙
勲
に
際
し
て
は
予
め
随
員
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
彼
ら
の
地
位
を
考
慮
し
て

そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
勲
功
章
が
ふ
さ
わ
し
い
か
が
記
し
て
あ
る

(

�)

。
褒
章
は
す
べ
て
、

非
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
制
定
さ
れ
た
雛
形
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た

(

)

。

ロ
シ
ア
最
高
の
勲
章
で
あ
る
聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
勲

章
は

(

�)

、
一
九
七
九
年
に
ロ
シ
ア
皇
帝
に
よ
り
日
本
の
ミ
カ
ド
に
授
与
さ
れ
た
【�

��

�����

】
の
が
最
初
で
あ
る

(

他
の
勲
章
は
日
本
の
大
臣
に
授
与
さ
れ
た)

。

日
本
皇
帝
に
対
す
る
褒
章
の
作
成
に
関
す
る
史
料

(

勲
章
局
日
誌
一
八
七
九
年
の

写
し)
に
よ
れ
ば

(

�)

、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
当
時
の
勲
章
は
、
三
つ
の
王
冠
を
頂

い
た
双
頭
の
鷲
に
紺
色
の
十
字
架
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
十
字
架
は
、

聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
の
十
字
架
に
磔
の
か
た
ち
を
と
り
、

四
つ
の
先
端
に
金
色
の
ラ
テ
ン
文
字S

A
P

R
(Sanctus

A
ndoreas

Patronus

R
ussiae

【
ロ
シ
ア
の
守
護
聖
人
ア
ン
デ
レ
ア
ス
】)

が
配
さ
れ
、
裏
側
に
座
右
銘
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｢
信
仰
と
忠
誠
【���

�
�
��	

】
の
た
め
に｣

が
書
か
れ
て
い
る
。
鎖
は
三
種
類
の
徽

章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
１)

胸
に
モ
ス
ク
ワ
の
紋
章
を
付
け
、
王
笏
と
、
十
字
架
の

付
い
た
黄
金
球
を
持
っ
た
皇
帝
の
鷲
。
鎖
は
こ
の
飾
り
で
始
ま
り
九
個
連
な
っ
て
終

わ
る
。
２)
白
と
赤
の
縁
の
円
で
、S

A
P

R

の
文
字
が
中
央
に
配
さ
れ
た
聖
人
ア

ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
の
紺
青
色
の
十
字
架
が
あ
る
も
の
。
３)

皇

帝
の
王
冠
で
飾
ら
れ
、
空
色
の
地
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
金
色
の
頭
文
字
が
描
か
れ

た
盾
。
盾
の
背
後
に
は
、
緑
と
白
の
旗
、
大
砲
、
そ
の
他
の
戦
利
品
が
ま
と
め
て
配

置
さ
れ
て
い
る
。
盾
は
七
個
連
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
三
つ
の
飾
り
は
楕
円
形
の
黄

金
の
環
で
繋
が
っ
て
い
る
。

勲
章
と
鎖
、
お
よ
び
聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ

(

上
記
史

料
に
は
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い)

は
、
一
八
五
五
年
と
一
八
五
六
年
に
皇
帝

に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
図
柄
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
キ
リ
ス

ト
教
徒
向
け
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
勲
章
は
、
か
つ
て
ト
ル
コ

の
ス
ル
タ
ン
と
ペ
ル
シ
ャ
の
シ
ャ
ー
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
い

え
、
定
め
ら
れ
た
雛
形
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
変
更
を
加

え
て
作
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
磔
に
さ
れ
た
聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ

ン
ヌ
イ
に
代
え
て
中
央
に
、
黄
金
の
月
桂
冠
に
囲
ま
れ
ロ
シ
ア
皇
帝
の
頭
文
字
が
描

か
れ
た
紺
色
の
盾
が
配
さ
れ
た
。
な
お
、
ペ
ル
シ
ャ
の
シ
ャ
ー
と
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ

ン
に
対
す
る
勲
章
は
一
八
五
五
年
に
制
定
さ
れ
た
雛
形
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ

た
も
の
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
裏
側
に
座
右
銘

｢

信
仰
と
忠
誠
【����

�

��	

】
の
た
め
に｣

も
な
く
、
鎖
も
ま
っ
た
く
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

一
八
七
九
年
の
日
本
皇
帝
へ
の
褒
章
が
何
の
出
来
事
に
因
ん
だ
も
の
な
の
か
は
、

史
料
か
ら
は
明
ら
か
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
あ
る
の
み
で
あ
る
：｢

皇
帝

陛
下
は
日
本
の
ミ
カ
ド
に
対
し
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
向
け
に
制
定
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ

イ
勲
章
を
授
与
な
さ
れ
た
【


��
����

】

(

�)｣

。
日
本
の
大
臣
に
も
白
鷲
勲
章
が
二
つ

授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
お
そ
ら
く
、
日
本
人
に
対
す
る
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
公
式
の

褒
章
の
最
初
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

一
九
一
六
年
帝
政
ロ
シ
ア
は
日
本
か
ら
の
賓
客
を
新
た
に
迎
え
た
。
八
月
に
日
本

議
会
の
上
院
議
員
代
表
団
が
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
し
た

(

�)

。
代
表
団
は

六
人
か
ら
な
り
、
団
長
を
務
め
た
の
は
、
日
本
で
最
も
人
望
の
あ
る
【


�

����

�

�
�
�
�

】
政
治
家
セ
イ
イ
ツ
ィ
ロ
・
テ
ラ
ジ
マ
【
寺
島
誠
一
郎
】
伯
爵
で
あ
っ
た

(

�)

。

た
だ
し
、
こ
の
旅
行
は
真
の
意
味
で
の

｢

代
表
団｣

と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
日

本
の
慣
例
で
毎
年
上
院
【
貴
族
院
】
議
員
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
生
活
を
知
る
目

的
で
各
国
に
旅
行
を
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
訪
問
は
、
専
ら
私
的
性
格
の
も
の
で
、

何
ら
政
治
的
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た

(

�)

。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
の
議
員
た

ち
は
お
ご
そ
か
に
迎
え
ら
れ
た
。
彼
ら
の
到
着
に
因
ん
で
国
会
で
宴
会
が
、
ま
た
マ

リ
イ
ン
ス
キ
ー
宮
殿
で
朝
食
会
が
催
さ
れ
、
そ
の
席
で
ロ
シ
ア
国
家
会
議
【�

����
�

������
�
�
�

�����

】
の
メ
ン
バ
ー
が
日
本
の
同
僚
た
ち
に
敬
意
を
表
し
た
。
日
本

人
た
ち
の
宿
泊
に
は
ホ
テ
ル

｢

ア
ス
ト
リ
ア｣

が
用
意
さ
れ
た
。
代
表
団
の
行
事
日

程
は
広
範
に
亘
っ
た
。
彼
ら
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
名
所
を
見
学
し
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
郊
外
を
訪
れ
、
ぺ
テ
ル
ゴ
フ
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
、
ガ
ト
チ
ナ

の
宮
殿
や
庭
園
を
見
学
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
史
料
を
見
る
限
り
で
は
、
代
表
団
の

メ
ン
バ
ー
に
ロ
シ
ア
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
記
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
【�

�����
�	

】
の
は
日
本
の
皇
族

お
よ
び
そ
の
随
員
の
み
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
ヶ
月
後
の
一
九
一
六
年
九
月
、
帝
政
ロ
シ
ア
は
日
本
か
ら
の

最
後
の
賓
客
で
あ
る
カ
ン
イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
親
王
を
迎
え
た
。
既
に
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
れ
は
彼
の
二
度
目
の
ロ
シ
ア
訪
問
で
あ
っ
た
。
最
初
の
訪
問
時
と
は
異
な

り
、
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
史
料
の
中
に
極
め
て
詳
細
な
記
述

が
見
ら
れ
る
。
史
料
の
数
も
多
く
、
公
文
書
、
電
報
、
接
待
指
示
【�����

�����
�
�
�

���

����

��
�
�

】、
新
聞
切
り
抜
き
な
ど
が
含
ま
れ
、
中
で
も
新
聞
切
り
抜
き
が
最

も
情
報
に
富
ん
で
い
る

(
�)
。
な
お
、(

本
論
文
の
主
題
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
は
あ
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る
が
、
新
聞
切
り
抜
き
の
中
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
以
来
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本

語
研
究
に
つ
い
て
の
極
め
て
重
要
な
歴
史
資
料
【�

�����
�
��	
�

��
�
	


】
が
あ

る
こ
と
を
特
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。
こ
の
資
料
【��

�
	


】
の

中
に
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
史
料
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
明

確
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
情
報
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
親
王
の
ロ
シ
ア
旅
行
は
、
ロ
シ
ア
宮
廷
を
代
表
し
て

ゲ
オ
ル
ギ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
が
か
つ
て
日
本
を
訪
問
し
た
こ
と
に
対
す
る

答
礼
訪
問
で
あ
っ
た

(

�)

。
親
王
は
日
本
で
最
も
尊
敬
さ
れ
か
つ
教
養
あ
る
人
物
の
一
人

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
第
一
一
三
代
皇
帝
【
東
山
天
皇
】
の
皇
子
を
祖
と
す
る
宮
家
の

中
で
最
高
位
に
あ
り

(

	)

、
サ
ダ
ハ
ル
・
フ
シ
ミ
【
伏
見
宮
貞
愛
】
の
弟
に
当
た
り
、
赤

十
字
社
の
名
誉
総
裁
の
地
位
に
あ
っ
た

(


)

。

カ
ン
イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
親
王
の
訪
問
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
対
応
は
配
慮
に
充

ち
た
と
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
。
親
王
の
訪
問
に
関
す
る
史
料
群
の
中
に
滞
在
日
程

を
記
し
た
も
の
が
全
部
で
三
部
あ
っ
て
、
こ
れ
は
日
本
人
の
ロ
シ
ア
訪
問
に
関
す
る

他
の
史
料
群
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
両
大
国
の
接
近

の
必
要
性
を
常
に
積
極
的
に
表
明
し
て
い
た
親
王
の
親
露
的
態
度
【�����

�
���	�

�

�����
�

】
が
大
き
く
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
外
交
関
係

者
は
親
王
の
訪
問
に
大
き
な
意
義
を
認
め
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
親
王
の
訪
問
は
、

日
本
と
ロ
シ
ア
の
友
好
関
係
の
強
化
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
こ

の
時
期
重
要
な
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
い
た

(

)

。

親
王
が
直
ち
に
来
訪
し
た
の
は
首
都
で
は
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
と
当
時
す
で
に
ニ
コ

ラ
イ
二
世
が
最
高
総
司
令
官
を
務
め
て
い
た
司
令
部
で
あ
っ
た
。
司
令
部
で
親
王
は

皇
帝
と
王
位
継
承
者
に
拝
謁
し
、
聖
使
徒
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ

勲
章
を
授
与
さ
れ

(

�)

、
皇
帝
と
王
位
継
承
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
署
名
入
り
の
肖
像
写
真
を

贈
ら
れ
た

(

�)

。
そ
の
後
親
王
は
キ
エ
フ
を
訪
問
し
、
皇
太
后
マ
リ
ア
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ

ナ
に
謁
見
し
た
。

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
の
親
王
の
滞
在
先
と
し
て
冬
宮
が
当
て
ら
れ
た
。
彼
は
、
教

会
、
博
物
館
、
防
衛
軍
需
【�
�

��
�
�
�
�
�


��

����
�

】
工
場
、
お
よ
び
同
地
の

日
本
人
居
留
民
団
を
訪
れ
た

(

�)

。
彼
は
、
ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
宮
殿
に
皇
后
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
を
訪
問
、
そ
れ
に
因
ん
で

朝
食
会
が
催
さ
れ
た

(

�)

。
ま
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
彼
は
皇
族
、
閣
僚
、
外
国
大
使
を

訪
問
し
、
一
週
間
後
に
帰
国
し
た

(

�)

。

帰
国
に
当
た
り
随
員
は
以
下
の
褒
章
を
受
け
た

(

�)

。

１.

ウ
ツ
ィ
ヤ
マ
【
内
山
小
二
郎
】
日
本
皇
帝
侍
従
武
官
長
、
白
鷲
勲
章

２.

ヨ
サ
ク
・
ヨ
シ
ダ

儀
典
長

ダ
イ
ヤ
付
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
一
等
勲
章
【�

��

���

�
��

	
�
��

��
�
�
�

�
�
�

�
��

���

】

３.

大
佐
ミ
ザ
オ
・
ナ
カ
ジ
マ

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

５.

ナ
オ
ノ
リ
・
ミ
ツ
イ

宮
内
庁
秘
書
官

聖
ア
ン
ナ
二
等
勲
章

６.

医
師
ゴ
ー
ダ
【
合
田
平
】

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
二
等
勲
章

７.

官
吏
某
、
氏
名
記
載
無
し

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章

(

�)

８.

在
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
日
本
駐
在
武
官
・
少
将
オ
ダ
ガ
リ

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
一

等
勲
章
と
剣

(

複
数)

親
王
付
き
【�
	��

】
三
人
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
勲
章
の
帯
付
き
の
首
掛
け
銀
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
随
員
に
は
様
々
な
贈
り
物
が
授
与
さ
れ
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
高
官
と
皇
族
が
ロ
シ
ア
の
勲
章
及
び
記
念
品
を
授
与
さ
れ
た

場
合
、
ロ
シ
ア
の
高
官
と
皇
族
が
日
本
人
か
ら
答
礼
を
受
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
に
関
す
る
史
料
の
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
日
本

の
褒
章
の
授
与
に
つ
い
て
は
極
め
て
簡
単
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
な
ぜ
そ
の
人
物
が
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
、
褒
章
そ
の
も
の
の
名
称
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
コ
マ
ツ

【
小
松
宮
彰
仁
】
親
親
王
が
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
に
日

本
皇
帝
か
ら
の
勲
章
を
個
人
的
に
手
交
し
た
い
と
希
望
し
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
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い
る

(

一
九
〇
二
年

(

�))

。
史
料
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
の
ア
リ
ス
ガ
ワ
【
有

栖
川
熾
仁
】
親
王
が
ロ
シ
ア
訪
問
時
に
皇
后
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ

に
謁
見
し
た
際
に
日
本
皇
帝
王
冠
勲
章
を
授
与
し
た

(

�)

。
Ｄ
・
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
の
個
人

フ
ォ
ン
ド
に

(

�)
、
一
八
九
六
年
七
月
一
二
日
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
に
対
す
る

｢

旭
日｣

一
等

勲
章
の
授
与
に
つ
い
て
の
日
本
の
証
書
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
メ
イ
ジ
皇
帝
【
明

治
天
皇
】
が
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
の
功
績
に
対
し
て
こ
れ
を
授
与
す
る
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。ナ

シ
モ
ト
【
梨
本
宮
守
正
】
王
と
同
妃
の
訪
問
の
後
ほ
ど
な
く
ロ
シ
ア
国
民
に
対

し
て
五
つ
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。
授
与
さ
れ
た
の
は
外
務
省
の
官
吏
で
あ
っ
た

(

�)

。

モ
ス
ク
ワ
宮
廷
管
理
局
室
内
財
産
管
理
人
五
等
官
マ
ス
フ
ェ
リ
ド
は
瑞
宝
【����

�

�
�
�
�
��
	

�
��
�
�

】
三
等
勲
章
を
、
男
爵
Ａ
・
Ａ
・
ク
ス
ゲ
ヴ
デ
ン
、
公
爵
Ｓ
・

Ｖ
・
ガ
ガ
ー
リ
ン
、
男
爵
Ｋ
・
Ａ
・
ラ
ム
ザ
イ
は
旭
日
三
等
勲
章
を
、
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
侍
従
Ｋ
・
Ｐ
・
カ
ン
タ
ク
ゼ
ン
に
は
旭
日
五
等
勲
章
が
手
交
さ
れ
た
。

一
九
一
〇
年
、
露
日
関
係
史
ま
た
歴
史
全
般
か
ら
見
て
も
前
例
の
な
い
出
来
事
が

起
こ
っ
た
。
露
日
戦
争
に
参
加
し
た
ロ
シ
ア
士
官
に
対
し
て
日
本
の
勲
功
賞
が
贈
ら

れ
た
。
し
か
も
、
我
々
の
手
元
に
あ
る
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は

(
�)

、
戦
没
ロ
シ

ア
兵
士
慰
霊
碑
除
幕
式
の
た
め
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
【
旅
順
】
に
赴
い
た
士
官

た
ち
に
日
本
の
褒
章
を
手
交
す
べ
く
、
日
本
の
使
節
団
が
ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
。
こ
の

こ
と
を
ロ
シ
ア
政
府
は
、｢

稀
に
見
る
国
際
的
厚
情｣

と
評
価
し
、
何
ら
か
の
き
っ

か
け
が
あ
り
次
第
答
礼
を
行
う
用
意
を
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
日
本
の
勲
章
授
与
に
関
し
て
最
も
広
範
な
文
書
類
が
残
さ
れ

て
い
る
の
は
、
一
九
一
六
年
の
カ
ン
イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
親
王
の
ロ
シ
ア
訪
問
の

史
料
群
で
あ
る
。

日
本
の
褒
章
対
象
と
し
て
推
挙
さ
れ
た
の
は
、
カ
ン
イ
ン
【
閑
院
宮
載
仁
】
親
王

の
ロ
シ
ア
訪
問
に
際
し
て
受
け
入
れ
準
備
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
推
挙
さ
れ

た
者
の
名
簿
に
は
、
実
に
様
々
な
省
庁
の
管
理
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
：
内
務
省

十
二
名
、
交
通
省
―
中
央
お
よ
び
地
方
の
規
定
に
則
っ
て
―
総
計
二
十
四
名

(

メ
ダ

ル
の
授
与
者
を
除
い
て)

、
皇
帝
直
属
厩
舎
の
職
員
七
名
、
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
警
察

署
員
三
十
名
、
皇
帝
官
房
職
員
八
名
、
宮
内
官
お
よ
び
同
職
員
二
十
一
名
、
ペ
ト
ロ

グ
ラ
ー
ド
宮
廷
局
職
員
二
名
、
宮
廷
省
儀
典
部
官
吏
お
よ
び
職
員
四
名
、
宮
廷
警
備

局
員
二
十
五
名
、
親
王
付
き
の
医
務
官
三
名

(

�)

。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
全
て
が
最
終
的
に
日
本
の
勲
章
お
よ
び
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
数
の
ロ
シ
ア
国
民
が

日
本
の
褒
章
対
象
と
し
て
推
挙
さ
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
筆
者
の
意
見
で

は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
露
日
関
係
の
力
強
い
発
展
過
程
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
褒

章
に
関
す
る
こ
れ
ら
史
料
は
両
国
間
の
政
治
関
係
の
状
況
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、

露
日
関
係
史
の
い
か
な
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
疑
い
も
な
く
、
有
益
な
も
の
で
あ

る
。
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�
 !
"
��
�
�
�
��

(

11)
�
 !
"
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��(
�

(

12)

聖
ア
ン
ナ
勲
章
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
公
国
の
勲
章
で
、
一
七
三
五
年
制
定
。
一
七
九

三
年
か
ら
ロ
シ
ア
の
勲
章
の
中
に
加
え
ら
れ
、
四
階
等
あ
っ
た
。
第
一
等
勲
章
：
十

字
架
、
星
、
綬
か
ら
成
っ
て
い
た
。
十
字
架
は
通
常
金
で
両
側
が
赤
い
七
宝
で
覆
わ
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れ
て
い
る
。
十
字
架
の
先
端
の
間
に
透
か
し
模
様
の
装
飾
が
嵌
め
て
あ
り
、
十
字
架

の
中
央
に
は
、
白
い
七
宝
の
地
に
金
の
縁
取
り
の
あ
る
ロ
ゼ
ッ
ト

[�������]

の
中

に
聖
ア
ン
ナ
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
着
用
時
に
は
、
幅
一
〇
―
一
一
㎝
で
細
い
黄

色
の
縁
取
り
の
あ
る
赤
い
波
紋
折
り
の
綬
を
用
い
、
左
肩
か
ら
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

第
二
等
勲
章
：
一
等
勲
章
と
同
じ
く
金
で
あ
る
が
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
王
冠
の
飾

り
が
付
い
て
い
て
、
首
に
掛
け
て
着
用
さ
れ
た
。

第
三
等
勲
章
：
十
字
架
の
サ
イ

ズ
が
更
に
小
さ
く
、
輪
に
付
け
て
着
用
さ
れ
た
。
第
四
等
勲
章
：
金
の
地
に
赤
い
七

宝
を
付
し
た
十
字
架
が
、
同
じ
く
赤
い
七
宝
を
流
し
込
ん
だ
直
径
約
二
・
五
㎝
円
の

中
に
嵌
め
込
ん
で
あ
る
。
円
の
上
部
に
金
の
皇
帝
冠
が
あ
り
、
裏
側
に
は
刀
剣
に
取

り
付
け
る
た
め
の
ね
じ
が
あ
る
。
叙
勲
者
の
所
属
軍
隊
に
依
っ
て
サ
ー
ベ
ル
、
短
剣
、

剣
そ
の
他
の
刀
剣
類
の
柄
に
着
用
さ
れ
て
い
た
。
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
下
賜
さ
れ
る

場
合
は
、
聖
ア
ン
ナ
の
像
と
十
字
架
に
代
え
て
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
鷲
の
像
が
置
か
れ

た
。

(

13)
	


�
�

�

�
�
�
�
�

�
�

�
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�

�
�


聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
勲
章
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
勲
章
で
、
一
八
三
一
年
以
降
ロ
シ
ア
の

勲
章
に
加
え
ら
れ
た
。
三
階
等
が
あ
る
。
第
一
等
勲
章
：
徽
章
は
、
先
端
に
球
が
付

い
て
い
て
凹
み
部
分
に
弧
の
あ
る
マ
ル
タ
十
字
で
、
赤
い
七
宝

(
表
は
黒
い
七
宝)

で
覆
わ
れ
。
角
の
上
部
に
金
の
ロ
シ
ア
の
双
頭
の
鷲
が
置
か
れ
て
い
て
、
白
い
七
宝

の
丸
い
盾
の
中
央
に
赤
い
色
の
ラ
テ
ン
文
字
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
文
字
��
【｢

聖｣

・

｢

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ｣

の
頭
文
字
】
が
配
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
組
み
合
わ
せ
文
字
が
星
の

中
に
も
あ
っ
て
、
月
桂
樹
の
枝
が
そ
れ
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
こ
の
勲
章
の
十
字
架

は
、
二
重
の
白
い
縞
の
縁
取
り
の
あ
る
幅
一
〇
―
一
一
㎝
の
波
紋
模
様
の
綬
に
留
め

て
、
右
肩
か
ら
着
用
さ
れ
た
。
第
二
等
勲
章
：
徽
章
は
第
一
等
勲
章
と
同
様
で
あ
る

が
、
若
干
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
。
着
用
時
に
は
幅
四
・
五
㎝
の
綬
に
留
め
て
、
首
に
掛

け
ら
れ
た
。
一
八
三
九
年
の
法
令
に
よ
り
星
付
き
の
第
二
等
勲
章
の
ロ
シ
ア
国
民
へ

の
下
賜
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
外
国
人
叙
勲
者
に
対
し
て
は
星
付
き
は
下
付
さ
れ
た
。

第
三
等
勲
章
：
徽
章
は
上
記
勲
章
と
同
様
に
金
の
十
字
架
で
、
サ
イ
ズ
は
そ
れ
ら
よ

り
小
さ
い
。
輪
あ
る
い
は
幅
二
・
八
㎝
の
綬
に
留
め
て
着
用
さ
れ
た
。
非
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
下
賜
さ
れ
る
場
合
は
、
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
の
頭
文
字
に
代
え
て
、
帝
政
ロ
シ

ア
の
鷲
が
置
か
れ
た
。
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(

17)
�
��
�
�

(

18)

白
鷲
勲
章

白
鷲
勲
章
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
勲
章
で
、
一
八
三
一
年
以
降
ロ
シ
ア
の
勲

章
に
加
え
ら
れ
た
。
等
級
は
一
つ
で
あ
る
。
徽
章
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
王
冠
は
ロ

シ
ア
の
王
冠
に
代
え
ら
れ
、【
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
紋
章
で
あ
る
】
白
い
単
頭
の
鷲
の

像
の
あ
る
十
字
架
は
ロ
シ
ア
の
双
頭
の
鷲
の
真
ん
中
に
置
か
れ
た
。
一
八
三
二
年
に

波
紋
模
様
の
あ
る
濃
紺
の
綬
が
導
入
さ
れ
、
左
肩
に
掛
け
て
着
用
さ
れ
た
。
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(

21)
�
��
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�
�

�
�

(

22)

勲
章
の
序
列
：
聖
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ル
ヴ
ォ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
イ
勲
章
、
聖
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
勲
章
、
聖
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
第
一
等
勲
章
、
聖
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
勲

章
、
白
鷲
勲
章
、
聖
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
第
二
等
勲
章
、
聖
ア
ン
ナ
第
一
等
勲
章
、
聖
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
第
一
等
勲
章
、
聖
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
第
三
等
勲
章
、
聖
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
第

四
等
勲
章
、
聖
ア
ン
ナ
第
二
等
勲
章
、
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
第
二
等
勲
章
、
聖
ア
ン
ナ

第
三
等
勲
章
、
聖
ア
ン
ナ
第
四
等
勲
章
。
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(

25)
｢

ギ
カ
イ｣

あ
る
い
は
貴
族
院
。
た
だ
し
、｢

ギ
カ
イ｣

は
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
院
の

類
似
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
、
何
故
な
ら
ば
、｢

ギ
カ
イ｣

の
成
員
は
、
日
本
の
上

流
階
級
者
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
関
係
者
も
選
挙
を
経
て

｢

ギ
カ
イ｣

の
一
員
と
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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